
昨
年
12
月
一
時
金
で
京
葉

法
人
で
は
17
名
の
社
員
で
４

名
の
Ｄ
評
価
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
団
交
で
は
Ｄ
評
価
に
つ

い
て
、
あ
い
ま
い
な
評
価
基

準
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

①
、
通
常
Ｄ
評
価
は
１
０
％

以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
に
も
比
率
が
高
い
事
、

②
、
売
り
上
げ
額
の
下
位
４

名
に
だ
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
法
人
営
業
全
体
と
の
整

合
性
は
、
売
り
上
げ
額
に
関

係
し
な
い
仕
事
の
人
と
の
区

別
は
、

③
、
個
人
面
談
は
年
６
回
実

施
し
て
い
る
の
で
評
価
は
ま

ち
が
い
な
い
と
会
社
は
主
張

す
る
が
、
本
当
に
６
回
実
施

し
た
の
か
、

④
、
今
回
の
絶
対
的
評
価
の

売
り
上
げ
額
は
い
く
ら
な
の

か
等
々
、
解
明
す
べ
く
質
問

し
ま
し
た
が
明
確
な
答
え
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
次
評
価
者
、
２
次
評
価

者
、
調
整
評
価
者
と
い
う
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
次
評
価
者
で
あ
る
は
ず
の

職
場
上
長
は
、
本
人
に
対
し

「
私
は
評
価
者
で
は
な
い
」

と
言
う
始
末
で
、
Ｄ
評
価
を

受
け
れ
ば
成
果
手
当
が
減
額

さ
れ
る
事
も
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
、
お
そ
ま
つ
な
実
態

で
す
。

職
場
上
長
は
Ｄ
評
価
者
に

つ
い
て
何
故
な
の
か
説
明
責

任
が
あ
り
ま
す
。
１
月
15
日

に
７
項
目
の
質
問
を
し
ま
し

た
が
、
「
上
部
に
あ
げ
て
あ

る
」
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い

管
理
者
に
社
員
を
評
価
す
る

資
格
も
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。

団
交
で
答
え
を
得
ら
れ
る

と
期
待
し
た
が
、
労
厚
担
当

も
質
問
が
だ
さ
れ
て
い
る
事

す
ら
知
ら
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。会

社
は
説
明
責
任
を
放
置

し
た
事
に
つ
い
て
、
遺
憾
の

意
を
表
明
し
ま
し
た
。
今
後

本
人
と
上
長
、
場
合
に
よ
っ

て
は
人
事
担
当
も
入
っ
て
説

明
す
る
事
で
整
理
し
確
認
し

ま
し
た
。

管
理
者
は
社
員
の
人
格
を

傷
つ
け
、
１
０
万
円
以
上
の

実
害
を
与
え
る
こ
と
へ
の
重

大
な
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
関

労
は
今
後
も
評
価
制
度
の
、

公
平
性
・
透
明
性
・
納
得
性

を
監
視
・
追
及
し
、
ま
た
、

評
価
制
度
の
廃
止
を
要
求
し

て
い
き
ま
す
。

07

春
闘
要
求

の
各
会
社
回
答

は
基
準
内
賃
上

げ
な
し
の
低
額

回
答
で
し
た
。

地
域
会
社
回
答

は
扶
養
手
当
を

子
等
１
名
以
上

２
０
０
円
、
子

等
２
名
以
上
２

４
０
０
円
、
３
名
以
上
は

１
名
３
０
０
円
ず
つ
引
き

上
げ
る
。

60
歳
超
え
契
約
社
員
の

時
給
１
０
円
の
引
き
上
げ
、

特
別
手
当
は
４
・
４
ヶ
月

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

職
場
で
は
「
生
活
改
善
に

は
な
ら
な
い
」
「
株
主
に
は

配
当
を
上
げ
て
い
る
の
に
」

「
特
別
手
当
は
昨
年
よ

り
低
い
」
と
怒
り
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
各
社
に
対

し
て
団
体
交
渉
で
再
検

討
を
申
し
入
れ
、
３
月

23
日
Ｎ
関
労
東
・
西
日

本
本
部
で
始
業
時
か
ら
半
日

ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
い
、
千
葉

支
部
、
東
京
、
茨
城
各
支
部

は
各
ビ
ル
前
で
ス
ト
突
入
集

会
な
ど
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

当
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社

で
電
通
労
組
と
統
一
ス
ト
集

会
、
全
労
協
、
東
京
労
組
、

電
通
労
組
と
持
株
会
社
へ
申

し
入
れ
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

１人の首切りも許さない！
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い
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■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-6806-0255

あ
い
ま
い
な
評
価
基
準

不
当
な
「Ｄ
」評
価
は
、
直
ち
撤
回
せ
よ

千葉別館ビルにて、多数の支援団体が応援

料金広域集約反対を訴える

３
月
20
日
、
Ｎ
Ｍ
ビ
ル
に
て
、
Ｎ
関
労
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
―
千
葉
社
間
で
団
交
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
春
闘
賃
金
要

求
、
評
価
制
度
、
料
金
部
門
合
理
化
、
職
場
要
求
等
、
Ｎ

関
労
要
求
書
に
も
と
づ
く
会
社
回
答
に
つ
い
て
白
熱
し
た

議
論
と
な
り
ま
し
た
。

説
明
責
任
を
追
及

基
準
内
賃
金
は
賃
上
げ
な
し

会
社
回
答
に
怒
り
の
声

２３％が
Ｄ評価



全
国
に
８
校
の
グ
ル
ー
プ

校
を
持
つ
、
日
建
工
科
専
門

学
校
（
建
築
士
養
成
）
は
、

「
学
校
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、

学
生
を
「
金
」
と
し
か
見
え

ず
、
教
員
は
授
業
に
専
念
す

る
よ
り
「
学
生
募
集
」
に
奔

走
さ
せ
ら
れ
る
状
態
で
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
教
員
の
小

池
さ
ん
（
現
Ｎ
Ｋ
ユ
ニ
オ
ン

委
員
長
）
に
「
い
や
な
ら

辞
め
ろ
」
と
脅
し
つ
つ
就

業
規
則
を
無
視
し
、
さ
ら

に
違
法
に
変
更
し
①
賃
金

を
月
給
制
か
ら
年
俸
制
に

変
更
し
、
賃
金
額
を
引
き

下
げ
る
②
退
職
金
の
額
や

定
年
を
引
き
下
げ
る
な
ど

を
強
制
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
小
池
委
員

長
の
年
収
が
２
０
０
０
年

に
は
７
４
０
万
円
で
あ
っ

た
も
の
が
２
０
０
６
年
に
は

４
６
０
万
円
に
ま
で
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

小
池
さ
ん
た
ち
は
労
働
組
合

Ｎ
Ｋ
ユ
ニ
オ
ン
を
組
織
し
、

現
在
、
賃
金
の
損
失
額
１
０

０
０
万
円
と
慰
謝
料
３
０
０

万
円
を
求
め
提
訴
し
闘
っ
て

い
ま
す
。
Ｎ
関
労
は
Ｎ
Ｋ
ユ

ニ
オ
ン
裁
判
支
援
共
闘
会
議

で
共
に
闘
っ
て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
両
党
の
幹
事

長
、
政
調
会
長
、
国
対
委
員

長
は
２
月
14
日
、
憲
法
改
悪

の
た
め
の
改
憲
手
続
き
法
案

を
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

ま
で
に
成
立
さ
せ
る
方
針
を

確
認
し
ま
し
た
。
「
野
党
が

審
議
、
採
決
に
応
じ
な
い
場

合
で
も
自
公
で
決
着
を
付
け

る
こ
と
で
一
致
し
た
」
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

与
党
案
は
「
有
効
投
票
の

過
半
数
」
と
い
う
最
も
低
い

基
準
で
あ
り
、
憲
法
９
６
条

で
い
う
「
国
民
の
過
半
数
」

を
歪
め
て
い
る
。
ま
た
、
与

党
案
も
民
主
党
案
も
最
低
投

票
率
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、

あ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
と
全
体
の
１
８
％
か
ら

２
７
％
程
度
の
賛
成
で
、
憲

法
が
変
え
ら
れ
る
危
険
性
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
短
期
間
に
改
憲
派

の
情
報
だ
け
が
一
方
的
か
つ

大
量
に
国
民
に
宣
伝
さ
れ
仕

組
で
あ
る
こ
と
や
、
政
党
以

外
で
有
料
で
自
由
に
マ
ス
コ

ミ
を
使
っ
て
宣
伝
が
出
来
る
。

す
な
わ
ち
、
資
金
力
豊
か
な

経
済
団
体
や
独
占
大
企
業
な

ど
が
「
金
で
憲
法
を
買
う
」

こ
と
が
出
来
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
公
務
員
や

教
育
者
の
「
地
位
利
用
に
よ

る
国
民
投
票
運
動
の
禁
止
」

や
、
発
議
か
ら
投
票
日
ま
で

の
期
間
を
６
０
日
か
ら
１
８

０
日
と
い
う
短
い
期
間
で
圧

倒
的
な
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
力

と
で
、
国
民
が
冷
静
に
考
え

る
こ
と
も
で
き
ず
、
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
改
憲
が
行
わ
れ
て

し
ま
う
な
ど
、
大
変
問
題
の

多
い
ゴ
マ
カ
シ
の
た
め
の
法

案
と
批
判
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

（
志
木
職
場
９
条
の
会
講
演

会
よ
り
）

４
月
２
２
日
は
、
後
半
の

統
一
自
治
体
選
挙
の
投
票
日

で
す
。

Ｎ
関
労
千
葉
支
部
は
、
船

橋
市
・
浦
田
秀
夫
さ
ん
、
銚

子
市
・
小
林
良
子
さ
ん
の
２

人
を
組
織
内
候
補
と
し
て
擁

立
し
闘
い
ま
す
。

働
く
者
の
生
活
と
権
利
、

地
域
の
く
ら
し
を
守
り
、
そ

し
て
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
り
向
上
さ
せ
る
。
と
く
に

今
、
働
く
者
の
格
差
を
な
く

し
、
憲
法
９
条
改
悪
を
許
さ

な
い
闘
い
が
切
実
に
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
２
人
は
こ
の
闘

い
の
先
頭
に
立
ち
闘
っ
て
い

ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
や
が
ら
せ

配
転
は
や
め
ろ

千
葉
に
も
結
構
、
桜
の

名
所
が
あ
る
。
清
水
公
園
、

常
盤
平
、
小
林
牧
場
、
印

旛
吉
高
の
大
桜
、
今
年
は

泉
自
然
公
園
に
妻

と
行
っ
た
。
「
桜

は
花
び
ら
が
下
に

向
い
て
咲
く
か
ら

花
見
に
最
高
だ
と

か
」春

は
色
々
の
花

が
咲
き
始
め
良
い

季
節
で
す
が
、
５
０
歳
の

仲
間
は
悩
み
ま
す
。

今
年
も
満
了
型
選
択
者

が
東
京
か
ら
札
幌
へ
不
当

配
転
さ
れ
た
。

私
の
職
場
に
も
仙
台
か
ら

配
転
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
毎
年
１
兆
円

の
利
益
、
８
兆
円
の
内
部

留
保
金
が
あ
る
。
人
件
費

削
減
の
５
０
歳
リ
ス
ト
ラ

は
廃
止
し
、
単
身
赴
任
、

長
距
離
通
勤
者
を
地
元
に

帰
す
べ
き
で
す
。
（
成
）

職場だより

Ｎ
関
労
に
あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
の
仲
間
の
皆
さ
ん
！

Ｎ
関
労
は
生
活
と
雇
用
、
働
く
も
の
の
権
利
を
守
り
、
楽
し
く

働
け
る
職
場
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
る
労
働
組
合
で
す
。

あ
な
た
の
加
入
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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■パワハラ・セクハラ・・・一緒に考え、闘います。派遣、パートのみなさんもお気軽にお電話ください。 ℡03-6806-0255

Ｎ
Ｋ
ユ
ニ
オ
ン
が
学
校
を
相
手
取
り
提
訴

年
収
２
８
０
万
円
も
下
げ
ら
れ
た

熱
病
の
ご
と
く
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
改
憲
か

国
民
投
票
法
案
の
カ
ラ
ク
リ

船橋市市会議員

浦田秀夫
銚子市市会議員

小林良子

不当性を訴える 小池委員長




